
町の人口と世帯数
9月30日現在の人口　9月中の人口異動

男　　　4, 883'人　　出生13人
女　　　　5,347人　　死亡　8人
計　　10,230人　　転入　57人

堆帯数　2,761戸　　転出　31人

発行老　酒水町役場　TEL③2111
昭和56年11月1日発行(第167号)
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稲

実
る
ほ
ど　

頭
を
た
れ
る
稲
穂
か
な

稲
の
み
の
り
に
わ
が
心
を
さ
と
す
も
の
と

し
︑
う
ま
く
詠
ま
れ
た
句
で
す
︒

本
町
の
今
年
の
稲
作
の
作
付
面
積
は
四
三

五
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
︑
生
産
調
整
は
l

八
五
ヘ

ク
タ
ー
ル
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
︒

い
く
た
び
と
な
く
発
生
し
た
台
風
に
も
み

ま
わ
れ
ず
︑
黄
金
の
稲
穂
が
潤
水
平
野
を
一

面
に
色
ど
り
ま
し
た
︒

現
在
は
︑
ほ
と
ん
ど
の
稲
田
が
コ
ン
バ
イ

ン
等
で
き
れ
い
に
刈
り
穫
ら
れ
て
︑
こ
の
あ

と
は
や
が
て
裏
作
の
植
付
準
備
が
は
じ
ま
る

こ
と
で
し
ょ
う
︒

翌
年
の
豊
作
を
祈
る
古
い
習
慣
︑
木
守
柿

で
し
ょ
う
か
︑
柿
の
実
一
つ
秋
陽
を
う
け
て

鮮
や
か
で
し
た
︒
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昭#155

­*芸票26億2202万円収入

地方債の現在高
一般会計

借 入 先 金 額

政 府 資 金
千 円

1, 200, 776

( 1)資 金 運 用 部 835, 259

( 2)簡 易 保 険 局 365, 517

公 営 企 業 金 融 公 庫 136, 4 00

政 府 関 係 機 関 23, 250

市 中 銀 行 67, 020

そ の 他 の 金 融 機 関 150, 199

共 済 組 合 56, 364

そ の 他 82, 4 58

計 1, 716, 467

そ　の　他　2737万2千円(0.9%)
娯楽施設利用税交付金、寄付金、
使用料及び手数料ほか

諸　収　入1849万5千円(0.7%)

塁動等待望2150万4千円(0.8%)
繰　越　金　3083万2千円(1.2%)

分担金芸岩金3412万7千円(1.3%)

地方譲与税　3551万3千円(1.4%)

財産収入　6280万5千円(2.4%)

繰　入　金　9400万円　(3.6%)

55年度における町民
1人当りの税負担状況

R . '蝣> 金 額

町 民 税
14 , 059 矧

固 定 資 産 税 12, 472

軽 自 動 車 税 s ;­;o

た ば こ 消 費 税 2, 527

電 気 税 2, 162

特 別 土 地 保 有 税 236

f t 32, 292

※56. 3.31現在人口10,033人

拳㌣　「●

●　「●
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25億6960万円が支出されました

○総務管理費　3億4943万円
(庁舎建設費　1億6525万6千円)

○徴　税　費　　　2792万1千円

○社会福祉費1億8848万4千円
老人福祉費　老人ホーム費
国民年金費同和対策費

○児童福祉費(保育所措置費等)
1億7601万1千円

○災害援助費(8 ­30水害復旧)
3092万5千円

○小学校費
○社会教育費
○保健体育費
○中学校費
○教育総務費
?i*i帖旧哉

1億6283万7千円
7494万2千円
5799万8千円
3092万4千円
2181万円
1513万9千円

○戸籍住民基本台帳費1271万6千円
○選挙費　統計調査費

監査委員費

総　務　費
3億9624万円

(15. 4%)

土　木　費
3億6170万円

(14. 1%)

民　生　費
3億9542万円

(15. 4%)

教　育　費
3億6365万円

(14. 1%)

九
月
の
町
定
例
議
会
で

五
十
五
年
度
の
決
算
が

認
定
さ
れ
ま
し
た
︒

町
の
予
算
が
ど
の
よ
う

な
も
の
に
使
わ
れ
た
の

か
を
地
方
自
治
法
の
規

定
に
よ
り
お
知
ら
せ
い
/
J

ノ
た
し
ま
す
︒

農林水産業費
5億9927万円

(23. 3%)

○道路橋梁費　　2億1831万5千円

○住　宅　費　1億1324万3千円
(公営住宅建設費)

○土木管理費　　　　2857万3千円

○河　川　費　　　　157万8千円

○農　業　費　　　　5億8348万9千円
農村環境整備事業費2億3512万1千円
構造改善事業費　1億6397万6千円
同和対策費　　　　　5163万9千円
農業振興費　　　　　3515万8千円
農業総務費　　　　　3069万円
畜産業費ほか　　　　6690万5千円

○林　業　費(畠林事業) 1756万6千円
○水産業費　　　　　　10万円

._.耳J! *

商　工　費や寿都万円(0.3%)

議　会　費　5028万円(2.0%)

消　防　費　6617万円(2.6%)

衛　生　費　7351万円(2.9%)

災害復旧費　9745万円(5.8%)

公　債　費　1億5716万円(6.1%)
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歳　入　5億1683万4千円　　歳　出　4億8574万円
(内訳)
総務管理費­　　　19,276
徴　税　費　　　　2,799
運営協議会費　　　　188
趣旨普及費　　　　　　857
療養諸費　　　449,421
助産諸費　　　　3,680
葬祭諸費　　　　　385
保健施設費　　　　　　256
基金積立金　　　　4, 932
償還金還付加算金　3,946

千円(内訳)
国民健壊保険税171, 769
国庫負担金　　239, 246
国庫補助金　　　62, 625
財産運用収入　　4, 932
繰　越　金　　　30,681
延滞金及び過料　　　91
頭金利子　　　2,914
雑　　　入　　　4, 570

水道特別会計

1.収益的収支
収　　入　　　60, 052千円

支　　出　　　52, 298千円
2.資本的収支

収　　入　　342, 810千円
支　　出　　335, 885千円

tt」サ: '3Jサ臼田監mi呂計
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/

収　　入′　　1,651­千円
支　　出　　　1, 499千円
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農業共済特別会計

(1 )農作物共済勘定
歳　　入　　5, 467千円
歳　　出　　62, 740千円

(2)蚕繭共済勘定
歳　　入　　2, 759千円

歳　　出　　2, 336千円
(3)家畜共済勘定

歳　　入　　54, 152千円
歳　　出　　49, 365千円

(4)業務勘定

歳　　入　　39, 180千円
歳　　出　　25, 025千円
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町
の
機
構
改
革
に
伴
う
人
事
異
動
が
'

十
月
1
日
付
で
発
令
さ
れ
ま
し
た
O

役
付
以
上
の
異
動
者
及
び
昇
格
者
は

次
の
と
お
り
で
す
︒

企
画
審
議
員

松
岡
典
二　
(

町
民
課
長
)

町
民
課
長

南　
　

守
(

農
業
共
済
課
長
)

民
生
課
長
兼
同
和
対
策
室
長

園
田
頼
朝
(

同
和
対
策
室
長
)

耕
地
課
長

牧
野
洋
1　
(

議
会
事
務
局
長
)

議
会
事
務
局
長

丸
山
嘉
幸
(

水
道
課
長
)

総
務
課
行
政
係
長

松
岡
一
便　
(

総
務
課
総
務
係
長
)

税
務
課
町
民
税
係
長

仁
志
正
幸　
(

経
済
課
農
林
商
工
係

x
<

税
務
課
国
民
健
康
保
険
係
長

安
武
哲
哉
(

税
務
課
徴
収
係
長
)

民
生
諜
福
祉
係
長

井
本
洋
一
(

税
務
課
賦
課
係
長
)

老
人
ホ
ー
ム
係
長

株　
益
男
(

総
務
課
事
柄
係
長
)

経
済
課
農
林
商
工
係
長

村
木
久
則
(

経
済
課
経
済
係
長
)

耕
地
謀
地
籍
係
長

井
手
救
寛
(

建
設
課
管
理
係
長
)

建
設
課
水
道
係
長

古
庄
竹
男
(

社
会
課
福
祉
係
長
)

収
入
役
室
会
計
係
長

白
井
幹
郎
(

建
設
課
農
村
総
合
整

備係長)

手持諜蝣::­­̂
­­」­­K

上
田
義
次
(

社
会
諸
国
民
健
康
保

険係長)

税
務
課
国
定
資
産
税
係
長

梁
池
精
二　
(

税
務
課
)

同
和
対
策
室
同
和
対
策
係
長

字
野
木
一
隆
(

同
和
対
策
室
)

民
生
課
衛
生
公
害
係
長

上
林
正
章
(

経
済
課
)

耕
地
課
整
備
係
長

上
田
直
行
(

建
設
課
)

建
設
課
管
理
係
長

岡
崎
典
良
(

建
設
課
)

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
長

早
田
豊
次
(

社
会
教
育
課
)

㊥
ご
苦
労
さ
ま

で
し
た

十
月
五
日
付
で
退
職
さ
れ
ま
し
た
︒

志
水　
司　
(

元
社
会
課
長
)

㊥
新
職
員
で
す

よ
ろ
し
く

十
月
一
日
付
で
役
場
職
員
と
し
て
採

用
さ
れ
ま
し
た
︒

町
民
課　
上
田
敏
雄
(

久
米
一
)

総
務
課　
古
川
智
恵
(

高
江
)

社
会
教
育
だ
よ
り

地
域
住
民
の

連
帯
感
を
考
え
る

今
日
の
社
会
情
勢
の
激
し
い
お
り
へ

地
域
住
民
の
連
帯
感
づ
­
り
が
さ
け
ば

れ
て
お
り
へ　

そ
も
そ
も
地
域
の
人
々
の

間
に
連
帯
感
が
生
ま
れ
て
­
る
と
い
う

の
は
︑
具
体
的
な
問
題
が
あ
っ
て
へ　

そ

の
解
決
の
た
め
に
お
互
い
が
協
力
し
て

努
力
し
︑
あ
る
と
き
は
成
功
し
'

あ
る

と
き
は
挫
折
し
て
︑
成
功
し
た
と
き
に

は
お
互
い
に
泣
い
て
­
や
し
が
る
︒
場

合
に
よ
っ
て
は
ケ
ン
カ
も
す
る
︒
こ
う

い
­
繰
返
し
の
中
で
共
通
の
経
験
が
積

み
重
ね
ら
れ
'

そ
の
間
で
次
第
に
信
頼

と
連
帯
感
が
培
わ
れ
る
と
い
う
の
が
一

般
的
な
筋
道
で
し
ょ
う
︒
そ
う
い
う
意

味
で
'

新
し
い
地
域
社
会
づ
­
り
は
'

具
体
的
な
問
題
を
巡
り
取
組
み
知
恵
を

出
し
'

工
夫
を
し
一
歩
一
歩
進
め
る
中

か
ら
生
ま
れ
て
く
る
と
い
う
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
︒

事
務
所
移
転
の

お
知
ら
せ

社
会
福
祉
協
議
会
は
︑
十
月
一
日
よ

り
左
記
に
移
転
い
た
し
ま
し
た
︒

移
転
先

潤
水
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
内

T
E
L　
⑧
二
二
五
八

(
有
)

二
三
三
二

隊
員
表
彰

お
め
で
と
う

本
町
田
中
出
身
の
自
衛
隊
員
へ　
栄
美

智
宏
さ
ん
(

二
十
二
才
)

が
'

入
隊
先

の
防
府
航
空
自
衛
隊
(

山
口
)　

に
お
い

て
'

新
隊
員
課
程
の
学
力
・
体
力
等
の

成
績
が
最
優
秀
で
あ
っ
た
と
し
て
︑
第

一
航
空
教
育
隊
司
令
よ
り
ほ
う
賞
状
を

授
与
さ
れ
ま
し
た
︒

栄
さ
ん
は
︑
潤
水
中
か
ら
菊
池
高
に

す
す
ま
れ
へ　
五
十
二
年
に
卒
業
さ
れ
て

熊
本
市
内
の
会
社
に
就
職
︑
一
年
ほ
ど

自
営
の
の
ち
五
十
六
年
五
月
航
空
自
衛

隊
に
入
隊
へ
所
定
の
.

課
程
を
修
了
さ
れ

た
も
の
で
す
︒

現
在
は
'

芦
屋
の
第
三
術
科
学
校
で

設
備
機
器
課
程
学
生
と
し
て
技
能
を
修

得
中
で
す
︒
今
後
の
御
精
進
を
期
待
し

ます︒
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潤 水 町 の 課 別 職 員 構 成 (S 56. 10. 1現在)

総　務　課　長
am.柁IT

・r　'・ニ　L
ノ71

企　画　審　議　員
m&】時二

行　政　係　長　　松岡­俊一森本勝宏
財　政　係　長　　荒木敏明一松岡千利
企　画　係　長　　佐々木郁夫一宮本誠一

交通安全対策室長­ (交通安全対策係)行政係長兼務
(兼、総務課長)

税　務　課　長
,y　　　岩下昭一

町　民　税　係　長

(SI di '貞様相I*長

ratC(IE*I'去剛毒長

誓民㌔葺{p;民芸芸係芸

尺　1; ,,翼　長
/　　　園田頼朝

芯　Iht ll­i:　艮

衛生公害係長

町　長­助　役
大島責喜　伊牟田昭­

同和対策室長­同和対策係長
(兼、民生課長)

老人ホーム長­老人ホーム係長
⊥　　　斉藤幸季

伊地晶羊き­t芸

最龍霊i
建　設
し　　　高藤龍誠

備　係　長

籍　係　長

漣　ii7　14÷　長

管　理　係　長

水　道　I*　F<

経済高真空工芸

直亙一軍井長遍

社会教育課長
生田徴士

公　民　fti K.一

事　持　q F<
蝣JillI蕗・蝣

農　地　f­v　長

国　別　^蝣1

学　務　係　長

給食センター所長

社会教育係長
稲田誠也

仁志IF.寸　­ Illl;幸　fili

梁池精ニー坂本忠弘

安武哲哉一牧田孝浩

川口繁康`一上田敏雄

五丁陽T一徳永裕治

ヰトir­　­一滴円寸:=臣

上林正章一岩下義人

字野木­隆一永井則光

林　益男
小森田秀文

中島ひさえ

野田千枝子

上田直行一平島敏光
井手救寛

高木光国一志水庫隆
岡崎典良一三浦月花
古庄竹男一水上孝道

村木久則一宮本徳継
田中末喜一上田譲二

島津正司一倉本清子

白井幹郎一木下徳幸

上EEE義次一　宮本静代
(莱)三浦はるよ

〔小学校〕

堀内　­」　　七01%j:­3+ i'flllJV告.

上村淑子

ttかせ子

渡部満智子　松岡紀代美

早凹pォl

渡辺らん子

喜多ミヨ子　久川エミ　　平田妙子

三北かおる　宮崎慶子　　藤本艶子

高木伸子　　EE中文代

中村義久　　上村雅一　字野木益子

梁池哲也　　早田明美

村木誠吾　　斉藤賢治

島津義広　　北田喜代子

島津喜勝　　春木養臣　　角田育子

古沢八重子

徳永智栄子

森　昭枝(潤)新　元子　志水朝子
(西)関田艶子　坂本裕美

〔中学校〕　仁志喜美恵　藤川知子

〔幼稚園〕　山辺百合子　甫足広子　　上村恵美子　永田智子

福岡敬生

甲ffl ra.­v

秋吉信男

小川英子

岩下喜津代

村山　隆

上林美和子

村上フユ子

川口セイ子　村上美里子　牧野敬子

中山スミエ　稲田ゆい子　高藤晴美

社会教育指導員　谷川央­　木村スイ子
西田節子

監査委員事務局は議会事務局、選挙管理委員会は総務課がそれぞれ兼務

●鯵儀●

¶嶋細
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庁 舎 内 機 構 案 内 (56. 10. 1 より)

■
課 (塞 ) 名 守 i ' ; ' ' :j

1

階

町 民 課
町 民 l 係 ▼戸籍 . 住民登録, 外国人登録, 印鑑証明, 各種証明, 自衛官募集, 町民

相談
図 民 年 金 係 国民年金

民 生 課
福 祉 . 係 福祉全般, 生活保護 . 援護, 青少年育成

l衛 生 公 害 係 保健衛生, 環境衛生, 公害

同 和 対 策 室
同 和 対 策 係 同和対策事業総合計画調整, 住宅新築資金貸付

税 務 課
町 民 税 係 町民税
固定 資産税係 固定資産税, 台帳等閲覧, 納税証明書
国民健康保険係 国民健康保険事業

収 入 役 室 会 計 係 会計事務全般, 用度物品管理

耕 地 課
整 備 . 係 農業構造改善事業, 土地改良事業, 農村総合整備モデル事業
地 籍 係 地籍調査, 公有財産登記

建 設 課
建 設 係 道路橋梁の新設改良, 町営住宅建設, 災害復旧事業, その他土木一般
管 理 係 道路橋梁の維持管理言 可川, 水防, 建築一般
水 道 係 上水道事業全般

2

階

総 務 課

行 政 係 庶務一般, 人事, 給与, 条例, 規則, 防射 再防, 庁用車両管理
財 .: 政 係 予算, 決算, 町有財産管理, 町営住宅管理 , 用度
企 画 係 町振興計画, 町政の企画調整, 各種統計調査, 国土利用, 広報, 企業誘

致
(選挙管理委員会)
(交通安全対策室)

選挙管理委員会事務局 各種選挙管理, 啓発
交通安全対策係 交通安全対策, 交通事故相談

経 済 課
農 林 商 工 係 農林漁業振興, 商工観光振興, 町有林育成, 営農指導全般
農 業 共 済 係 農作物, 蚕繭, 家畜, 園芸施設共済事業全般, 建物共済事業

(農業委員会) 農 地 係 農用地管理, 農政, 農業者年金

学 務 課
(教育委員会)

学 務 係 学校教育事務全般, 教育委員会事務全般

3
階

議 会 事 務 局 議会全般, 監査全般
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成
績
は
次
の
通
り
で
す
︒

o
部
落
対
抗
リ
レ
ー

6
0
世
帯
以
下

1
位　

久
米
二

2
位　

田
島
二

3
位　

田
中

o
つ
な
引
き
競
技

6
0
世
帯
以
下

1
位

2
位­r,巾・

3
位

o
混
成
バ

1
位

2
位

3
位

永
出
分

田
島
1

平
野

田
島
二

6
1
世
帯
以
上

三iT'J=

SET*

;
o

6
1
低
音
以
上

<<*l
三
万
田

村
吉

井
戸
方

o
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

1
位　

福
本
一
A

2
位　

富
出
分

3
位　

村
富　

商
住
吉

o
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

1
位　

永

2
位　

富
の
原

3
位　

上
住
吉　

久
米
1

レ
I

ポ
ー
ル

i­c納
平
野

飛
熊　

佐
野

堂　々　の　入場行進
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教
育
委
員
長
に

寺
土
至
誠
氏
(

上
高
江
)

新
教
育
委
員
に

松
田
義
範
氏
(

岡
)

右
は
︑
教
育
委
員
岩
下
義
臣
氏

.　　　れ　さ　の
;　　た　れ　任

期
満
了
に
と
も
な
っ
て
退
任

た
そ
の
後
任
と
し
て
選
任
さ

も
の
で
す
︒

民
生
課
だ
よ
り

十
月
L
日
～
十
一
月
三
十

日
ま
で
麻
薬
︑
覚
せ
い
剤

禍
撲
滅
運
動
実
施

麻
薬
へ　
覚
せ
い
剤
等
の
乱
用
は
︑
個

人
の
心
身
を
腐
敗
さ
せ
る
ば
か
り
で
な

く
各
種
の
犯
罪
を
増
加
さ
せ
︑
社
会
の

福
祉
に
図
り
知
れ
な
い
害
毒
を
及
ぼ
す

も
の
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
へ　
麻
薬

覚
せ
い
剤
等
の
害
に
関
す
る
認
識
を
広

碑Iと
住　

所　

泊
水
町
大
字
住
吉
四
五
三
八

氏　

名　

藤　

本　

和　

代

○
職　
業　
学　
生

○
好
き
な
花
は

コ
ス
モ
ス

○
趣
味
へ
特
技

音
楽
鑑
賞

手
芸

○
理
想
の
男
性

た
く
ま
し
い
八

〇
日
常
心
が
け
て
い
る
こ
と

笑
顔
を
忘
れ
な
い
こ
と

:
蝣
蝣
'
<
/
.

M
,
'

く
l

般
に
周
知
さ
せ
へ
国
民
が
一
体
と

な
っ
て
こ
れ
に
立
ち
向
か
う
態
勢
を
つ

く
り
へ　
も
っ
て
麻
薬
へ　
覚
せ
い
剤
等
の

乱
用
に
よ
る
幣
害
の
根
絶
を
期
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
︒

県
と
し
ま
し
て
も
十
月
二
十
九
日
午
後

一
時
三
〇
分
よ
り
熊
本
郵
便
貯
金
会
館

に
於
い
て
麻
薬
へ　

覚
せ
い
剤
禍
撲
滅
国

民
運
動
熊
本
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒

熊
本
婦
人
の
つ
ど
い

開
催
に
つ
い
て

婦
人
の
地
位
の
向
上
に
資
す
る
た
め

婦
人
自
ら
が
意
識
し
へ　

ま
た
行
動
し
て

男
女
平
等
が
実
現
さ
れ
る
よ
う
婦
人
の

つ
ど
い
を
開
催
し
'

意
識
の
高
揚
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
左
記
日
程
に
よ

り
開
か
れ
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
︒

記

一
'

主
催　

熊
本
県

二
︑
日
時　

五
十
六
年
十
1
月
三
十
日

正
午
よ
り

三
へ　

場
所　

熊
本
市
民
会
館
大
会
議
室

四
へ　
内
容　
講
演

「
婦
人
差
別
撤
廃
条
約
と
婦
人
の
自
覚
」

弁
護
士　

渥
美
雅
子
先
生

母
子
へ　
寡
婦
世
帯
に
対
す
る

相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

県
母
子
協
議
会
主
催
に
よ
り
左
記
日

程
の
通
り
相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
の

で
御
利
用
下
さ
い
︒

一
'

日
時　

五
十
六
年
十
一
円
二
十
日

噛
午
前
十
時
よ
り

二
︑
場
所　

県
菊
池
事
務
所
三
階
会
議

J}r

三
︑
相
談
内
容法

律
・
生
活
・
教
育
二
足

用
・
そ
の
他

県
税
だ
よ
り

自
動
車
税
に
つ
い
て

'
恵
知
ら
せ

◎
車
を
ゆ
ず
っ
た
り
'

売
っ
た
り
し
た

場
合
誰
が
納
め
る
の
で
す
か
︒

◇
四
月
一
日
現
在
の
車
検
証
の
名
儀
人

が
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

◎
ま
っ
消
登
録
︑
移
転
登
録
と
は
ど
う

い
う
も
の
で
す
か
︒

◇
使
用
し
な
­
な
っ
た
車
に
つ
い
て
へ

事
実
を
届
け
出
る
こ
と
で
す
︒
「
ま
っ

消
登
録
」
を
完
了
さ
れ
ま
せ
ん
と
へ

い
つ
ま
で
も
自
動
車
税
が
か
か
り
ま

す
︒
「
ま
っ
消
登
録
」
を
さ
れ
ま
す
と
ち

そ
の
日
ま
で
の
月
数
に
応
じ
て
納
め

れ
ば
よ
く
へ　
早
­
手
続
さ
れ
ま
す
と

納
め
る
額
が
少
を
­
な
り
ま
す
O

◇
移
転
登
録
と
は
車
を
譲
っ
た
場
合
の

手
続
で
す
︒
こ
の
手
続
を
怠
り
ま
す

と
い
つ
ま
で
も
名
儀
人
に
税
金
が
か

か
り
ま
す
︒

※
他
人
に
ま
っ
消
登
録
や
移
転
登
録
を

頼
ま
れ
た
場
合
は
確
め
て
お
­
こ
と

で
す
︒
よ
く
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
ま

す
の
で
︑
ご
注
意
下
さ
い
︒
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税
務
課
だ
よ
り

税
を
知
る
週
間

小
学
生
に
四
十
万
九
千
円
へ　
中
学
生

に
四
十
九
万
九
千
円
︑
高
校
生
に
五
十

六
万
六
千
円
︒
こ
れ
は
︑
昭
和
五
十
四

年
度
で
国
や
地
方
公
共
団
体
が
負
担
し

た
公
立
学
校
の
生
徒
l

人
当
り
へ　
l

年

間
の
教
育
費
の
額
で
す
︒

国
や
地
方
公
共
団
体
は
︑
こ
の
よ
う

な
教
育
活
動
の
ほ
か
へ　
道
路
や
橋
の
建

設
へ
警
察
へ　
消
防
を
ど
︑
私
た
ち
が
豊

か
で
幸
福
を
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
幅

広
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
︒

税
金
は
'

こ
の
よ
う
な
国
の
活
動
の

大
切
な
財
源
に
登
る
も
の
で
す
︒

私
た
ち
は
︑
毎
日
の
生
活
と
深
い
か

か
わ
り
を
も
っ
て
い
る　
〃
税
金
〃　
に
つ

い
て
︑
そ
の
仕
組
み
や
使
い
み
ち
を
十

分
に
知
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
︒

こ
の
た
め
へ　
全
国
の
国
税
局
へ　
税
務

署
で
は
'

十　
n
c
十
t

日
か
ら
十
七
日

ま
で
の
一
週
間
を
「
税
を
知
る
週
間
」

と
し
て
︑
税
に
関
す
る
資
料
展
や
臨
時

の
税
務
相
談
所
の
開
設
へ　
中
学
生
二
高

校
生
が
書
い
た
税
に
関
す
る
作
文
の
表

彰
な
ど
を
行
い
ま
す
︒

ま
た
︑
税
理
士
会
へ　
日
本
税
務
協
会
へ

青
色
申
告
会
︑
法
人
会
︑
間
税
協
力
会
へ

納
税
貯
蓄
組
合
な
ど
の
民
間
団
体
に
お

い
て
も
︑
講
演
会
︑
税
法
の
説
明
会
へ

座
談
会
な
ど
を
開
催
す
る
こ
と
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
︒

繁
に
よ
っ
て
そ
の
年
の
納
税
が
完
了
す

る
こ
と
に
与
り
ま
す
︒

こ
の
年
未
調
整
は
︑
給
与
総
額
か
ら

扶
達
控
除
や
社
会
保
険
へ　

生
命
保
険
を

ど
の
各
種
保
険
料
控
除
等
の
金
伸
を
控

除
し
て
行
わ
れ
ま
す
が
'

こ
れ
ら
の
控

除
の
金
額
は
'

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
皆
さ

ん
が
勤
務
先
に
提
出
す
る
申
告
書
に
よ

っ
て
計
算
さ
れ
ま
す
︒
従
っ
て
へ　
誤
り

の
な
い
年
末
調
整
が
行
わ
れ
る
た
め
に

は
'

扶
遵
控
除
な
ど
の
申
告
を
正
し
­

行
う
こ
と
が
大
明
で
す
︒

今
年
結
解
し
た
り
'

赤
ち
ゃ
ん
が
生

ま
れ
た
方
な
ど
'

年
の
中
途
で
扶
養
搬

':;蝣&'州r­̂
, 
I,'Jリは̂
­蝣):.汁汁j­

ま
し
ょ
う
0

な
お
へ　

多
額
の
医
蝶
祭
を
支
払
っ
た

場
合
の
医
蝶
費
控
除
や
'

間
火
字
に
遭
っ

­v:"zt＼Ur,恥拭け;'t¥­*> 
'­・)"*'­ 
'小木潤

鮭
で
は
で
き
ま
せ
ん
か
ら
へ　

確
達
申
告

を
し
て
税
金
の
粕
罪
を
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
.

年
未
調
整
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
は

税
務
署
又
は
税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
­

だ
さ
い
︒

'̂­f̂
・'菊池純絹=&C'''­'"*­*­ 
'車ト淵

整
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
十
l

月
二
十

関
目
潮
水
町
改
発
セ
ン
タ
I

で
開
催
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
︒

年
末
調
整

十
二
月
は
︑
源
泉
所
得
税
の
年
末
調

整
の
目
で
す
︒

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
給
与
に
か
か
る
所

得
税
は
'

毎
日
の
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
の

支
給
の
時
に
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
ま
す
︒

と
こ
ろ
が
へ　
毎
月
の
税
金
は
︑
そ
の

日
の
給
料
等
に
対
す
る
税
金
で
︑
概
算

的
な
も
の
で
す
か
ら
︑
一
年
間
の
給
与

総
額
に
対
す
る
正
当
な
税
額
(

年
税
額
)

と
は
一
致
し
な
い
の
が
普
通
で
す
︒

こ
の
た
め
︑
そ
の
年
最
後
に
給
与
の

支
払
を
受
け
る
時
に
︑
そ
の
差
額
を
精

算
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
︒
こ
の
手
続

を
「
年
未
調
整
」
と
い
い
ま
す
︒
大
部

分
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
へ　
こ
の
年
末
調

町
民
課
だ
よ
り

わ
た
し
た
ち
と
国
民
年
金

国
民
年
金
は
︑
毎
年
改
葬
が
重
ね
ら

れ
︑
い
ま
で
は
私
た
ち
の
生
活
と
切
り

離
せ
な
い
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

現
在
へ　
県
内
で
国
民
年
金
に
加
入
し

て
い
る
人
は
約
五
十
万
人
で
︑
国
民
年

金
を
受
け
て
い
る
人
は
約
二
十
三
万
四

千
人
と
な
っ
て
い
ま
す
︒
こ
の
国
民
年

金
の
加
入
者
と
受
給
者
の
数
を
県
人
口

と
の
割
合
で
み
ま
す
と
︑
県
内
の
二
十

才
か
ら
五
十
九
才
ま
で
の
人
の
二
人
に

一
人
は
国
民
年
金
に
加
入
し
︑
六
十
五

才
以
上
の
お
年
寄
り
十
人
の
う
ち
八
人

は
国
民
年
金
を
受
け
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
︒

ま
た
︑
昭
和
五
十
五
年
度
の
一
年
間

に
県
内
の
国
民
年
金
加
入
者
の
人
た
ち

が
納
め
た
保
険
料
の
総
額
は
'

約
二
百

十
七
億
円
︑
一
方
支
払
わ
れ
た
年
金
の

総
額
は
'

拠
出
年
金
と
福
祉
年
金
を
合

わ
せ
る
と
L
ハ
百
一
一
十
1
1
g
億
円
の
巨
額
に

な
り
ま
す
︒

ま
た
︑
背
さ
ん
が
納
め
た
保
険
料
は
︑

保
育
所
や
公
民
館
へ　

老
人
ホ
­
ム
な
ど

の
建
設
の
た
め
へ　

年
金
積　

金
還
元
融

資
と
し
て
︑
県
下
に
五
十
丘
億
円
融
資

さ
れ
︑
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
中
に
大
き

く
役
立
っ
て
い
ま
す
︒
老
令
化
社
会
の

到
来
で
'

私
た
ち
の
生
活
の
中
に
占
め

る
国
民
年
金
の
役
割
は
︑
ま
す
ま
す
大

き
く
在
っ
て
い
ま
す
︒

み
ん
を
の
力
で
大
き
く
国
民
年
金
を

育
て
ま
し
ょ
う
︒

今
月
は
国
民
年
金

推
進
月
間
で
す

十
一
月
は
国
民
年
金
推
進
月
間
で
す
.

国
民
年
金
推
進
月
間
は
︑
皆
さ
ん
の
年

金
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も

の
で
︑
月
間
に
県
で
は
︑
国
民
年
金
の

向
上
に
功
績
が
あ
っ
た
地
域
の
協
力
団

体
(

婦
人
会
や
自
治
組
織
な
ど
)　

の
表

彰
へ　
年
金
相
談
所
の
開
設
や
︑
国
民
年

金
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
作
品
の
発

表
展
示
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
︒

年
金
は
︑
私
た
ち
の
生
油
と
密
接
な

関
係
を
持
っ
て
い
ま
す
︒
無
理
解
や
不

注
意
の
た
め
将
来
︑
た
い
へ
ん
不
利
を

こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
へ　
こ
の
機
会
を

十
分
活
用
し
て
'

国
民
年
金
に
つ
い
て

正
し
い
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
︒

無
縁
墓
地
に
つ
い
て

愛
知
県
春
日
井
市
堀
ノ
内
町
四
三
1
1

番
地
に
あ
り
ま
す
墓
地
が
'

墓
地
廃
止

に
伴
う
移
転
の
た
め
改
葬
さ
れ
ま
す
︒

縁
故
の
あ
る
方
は
同
県
環
境
衛
生
課

衛
生
指
導
係
へ
電
話
〇
五
二
­
九
六
一

­
二
三　

1
内
線
三
1
五
二
へ
ご
連
絡

下
さ
い
︒

ま
た
兵
庫
県
加
古
川
市
神
野
町
石
寄

手
整
理
四
〇
〇
番
地
か
ら
四
〇
一
番
地

二
同
字
薮
池
三
三
四
番
地
に
あ
り
ま
す

無
縁
墓
地
が
'

環
境
整
備
の
た
め
改
葬

さ
れ
る
む
ね
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
︒
縁

故
関
係
の
あ
る
方
は
︑
同
市
神
野
町
石

守
二
二
五
番
地
へ　

石
守
墓
地
管
理
組

合
へ　
電
話
〇
七
九
四
­
二
四
I

〇
一
三

四
番
に
ご
連
絡
下
さ
い
︒

●r　細●

#●
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◆
水
平
社
の
運
動
と

糾
弾

水
平
社
の
運
動
は
'

部
落
の
人
び
と

に
た
い
す
る
糾
弾
(

あ
や
ま
ち
を
問
い

た
だ
し
︑
な
お
さ
せ
る
)

と
し
て
実
践

に
う
つ
さ
れ
ま
し
た
︒
こ
の
闘
い
を
と

お
し
て
部
落
の
人
び
と
の
自
覚
を
高
め

る
と
と
も
に
へ　

団
結
の
力
が
強
大
で
あ

る
こ
と
を
さ
と
ら
せ
'

ま
た
︑
性
間
の

人
た
ち
に
は
︑
部
落
に
た
い
す
る
偏
見

部
落
解
放
運
動
が
す
す
み
へ
部
落
解

放
の
理
論
が
確
立
さ
れ
て
い
­
過
程
で

差
別
に
対
す
る
糾
弾
も
質
的
に
大
き
­

か
わ
り
ま
し
た
︒

今
日
の
差
別
糾
弾
は
︑
差
別
を
し
た
人

か
ら
謝
罪
を
と
る
こ
と
を
唯
一
の
目
的

と
し
て
い
る
の
で
は
な
く
て
'

差
別
を

な
く
す
た
め
の
学
習
の
場
と
し
て
い
る

と
こ
ろ
に
大
き
な
意
糞
が
あ
り
ま
す
︒

そ
の
目
的
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ

EHS

を
あ
ら
た
め
さ
せ

る
大
き
な
働
き
を

し
ま
し
た
︒
し
か

し
'

こ
う
し
た
水

平
社
の
運
動
に
は
'

同
和
教
育

シ
リ
ー
ズ
⑱

︑
差
別
を
し
た

人
に
は
'

真
の

自
己
批
判
を
催

し
へ　
解
放
へ
の

協
力
者
に
変
革

差
別
は
も
っ
と
も
遅
れ
た
人
が
封
建
的

な
観
念
に
わ
ざ
わ
い
さ
れ
て
い
る
の
だ

と
い
う
'

つ
ま
り
差
別
を
観
念
と
し
て

と
ら
え
て
い
ま
し
た
︒

だ
か
ら
'

差
別
し
た
人
を
糾
弾
し
謝
罪

文
を
書
か
せ
る
こ
と
が
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
︒
し
か
し
'

差
別
観
念
を
つ
­
り

出
し
て
い
る
も
の
は
何
か
と
い
う
こ
と

を
見
ぬ
い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
︒

※
差
別
糾
弾
に
つ
い
て

する︒

二
へ　
糾
弾
会
に
集
ま
っ
た
一
般
労
働
者
へ

市
民
に
は
'

差
別
す
る
こ
と
は
︑
結

局
自
分
を
差
別
し
不
利
益
を
も
た
ら

す
と
い
う
こ
と
を
理
解
さ
せ
て
︑
と

も
に
闘
う
よ
う
に
し
て
い
く
︒

三
︑
部
落
の
人
び
と
に
は
'

部
落
民
と

し
て
の
自
覚
を
よ
び
お
こ
し
︑
差
別

の
本
質
を
理
解
し
て
'

解
放
へ
む
か

っ
て
の
決
意
を
か
た
め
る
︒

四
へ
行
政
に
は
'

部
落
差
別
を
許
し
て

き
た
行
政
的

責
任
を
と
ら

せ:O:J

◆
糾
弾
と

国
粋
会

1
九
二
三
年

(
大
正
十
二
年
)

'
'

蝣
­
良
3
1
一
1
J
'

土

別
糾
弾
に
た
い

し
︑
右
翼
暴
力

団
国
粋
会
が
妨

害
し
︑
水
平
社

を
襲
い
ま
し
た

が
︑
部
落
の
人

た
ち
は
起
ち
あ

が
り
'

命
が
け

で
糾
弾
闘
争
を

展
開
し
ま
し
た
︒

(
文
書
は
部
落

解
放
同
盟
熊
本

県
の
編
さ
ん
資

料
よ
り
)

部
落
紹
介
シ
リ
ー
ズ

ll!l:H<K

〔
提
供
者
〕
区
長　
古
田
博
泰

神
社
は
九
百
五
十

余
年
前
の
建
立
へ

現
在
の
建
物
は
三

百
余
年
前
の
も
の

と
さ
れ
︑
彫
刻
な

ど
す
ば
ら
し
く
︑

大
切
登
又
化
勝
で

あ
り
'

区
民
の
信

酒
水
小
の
前
身

で
あ
る
豊
水
校
の

あ
っ
た
処
が
富
出

分
区
で
︑
六
十
才

以
上
の
年
輩
の
方

に
は
思
い
出
の
地
︒

部
落
の
守
神
菅
原

伸
も
厚
い
︒
毎
月
l

日
と
十
五
日
に
は

交
替
で
︑
各
組
︑
老
人
会
'

子
供
会
と

挙
げ
て
清
掃
美
化
に
つ
と
め
へ　
例
祭
な

ど
厳
か
に
行
な
わ
れ
て
い
る
︒
数
十
本

の
梅
は
子
供
会
の
運
営
資
金
と
し
て
活

用
さ
れ
て
い
る
︒

富
出
分
の
人
は
書
か
ら
働
き
者
揃
い

善意の寄付金
次の方々より、町社会福祉

協議会に寄付をいただき­まし
た。紙上をおかりしてお礼を
申しあげます。
香典返し

村　吉　橋本信幸氏
亡(妻両豊子56才)

香典返し
老人ホーム　藤本徳義氏

亡(母サキヨ87才)
香典返し

桜山区　星野家
亡(星野信教66才)

#*;生し

久米­　小川清長氏
亡(父　泉84才)

蝣fi畔起し

上高江　内田貞臣氏
亡(要ミツ83才)

香典返し
久米­　小川則光氏
亡(父末熊77才)

香典返し
富ノ原甲斐熊五郎氏
亡(要マツエ82才)

(10月21日まで)
潤水町社会福祉協議会

で
︑
特
に
戦
前
戦
後
を
通
じ
へ　
養
蚕
な

ど
は
潤
水
1
を
誇
り
︑
忙
し
さ
を
克
服

し
て
今
日
の
生
活
の
基
盤
を
築
い
た
も

の
と
言
え
よ
う
︒
現
在
は
米
作
の
外
︑

酪
農
へ　
そ
菜
へ
花
井
な
ど
︑
多
角
経
営

に
余
念
が
な
い
︒

従
来
へ
富
出
分
は
便
利
な
田
畑
に
恵

ま
れ
て
き
た
が
'

近
時
交
通
量
の
増
大

に
伴
い
︑
竹
の
下
三
叉
路
が
危
険
地
点

と
し
て
'

農
産
活
動
に
大
き
を
障
害
と

な
っ
て
き
て
い
る
現
状
か
ら
︑
区
民
挙

げ
て
の
懇
望
に
よ
り
へ　
町
当
局
と
地
元

出
身
の
県
議
の
方
の
格
別
の
御
尽
力
で

県
営
の
潤
水
中
央
農
免
道
が
計
画
さ
れ
︑

一
億
数
千
万
円
の
予
算
で
着
工
二
年
目

を
迎
え
た
︒
富
方
面
よ
り
神
社
横
を
通

り
へ
熊
本
電
鉄
を
ま
た
が
り
'

牛
乳
集

荷
所
附
近
に
通
ず
る
道
路
の
完
成
の
暁

に
は
'

区
民
は
も
と
よ
り
へ　
多
く
の
人

々
の
利
便
を
増
し
へ　
陸
橋
は
町
の
名
物

と
も
登
り
へ　
ま
さ
に
画
期
的
な
1
大
事

け

業
と
も
い
え
よ
う
︒

富
出
分
区
は
て　
も
と
も
と
四
十
八
戸

前
後
の
固
定
し
た
小
部
落
で
あ
っ
た
が
'

近
時
六
十
七
戸
に
増
大
し
て
い
る
︒

春
秋
二
回
の
区
民
の
運
動
会
と
各
組
対

抗
の
バ
レ
ー
の
試
合
は
︑
老
若
男
女
全

員
参
加
で
'

親
和
懇
親
に
大
い
に
役
立

っ
て
い
る
︒
.

現
在
懸
案
と
な
っ
て
い
る
公
民
館
の

新
築
拡
充
と
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
新
設

な
ど
は
急
が
る
る
処
へ　
目
下
委
員
を
選

出
し
て
︑
そ
の
実
現
に
向
か
っ
て
鋭
意

研
究
中
で
あ
る
︒
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郵
便
局
か
ら
の

お
知
ら
せ

一
︑
年
賀
葉
書
の
発
売

本
年
度
は
'

十
一
月
五
日
㈲
か
ら
発

売
し
ま
す
の
で
︑
早
目
に
購
入
し
て
­

­''1fJい./

○
寄
附
金
な
し　
　

四
〇
円

○
寄
附
金
つ
き　
　

四
一
円

二
へ　

あ
て
名
は
詳
し
­
は
っ
き
り
と

郵
便
物
に
と
っ
て
'

あ
て
名
は
い
の

ち
で
す
︒
せ
っ
か
く
の
お
便
り
が
︑
届

か
な
い
こ
と
の
な
い
よ
う
に
'

詳
し
く

は
っ
き
り
お
書
き
く
だ
さ
い
︒

三
へ　

転
居
届
は
︑
郵
便
局
に
も

転
居
さ
れ
る
と
き
は
'

郵
便
局
に
も

転
居
届
を
お
出
し
­
だ
さ
い
︒

転
居
届
の
用
紙
は
'

郵
便
局
の
ほ
か
︑

役
場
の
窓
口
に
も
備
え
て
あ
り
ま
す
︒

普
通
の
は
が
き
で
も
結
構
で
す
︒

四
へ　
各
戸
に
表
札
と
郵
便
受
箱
を

大
切
な
郵
便
物
を
確
実
に
お
届
け
す

る
た
め
郵
便
受
箱
を
お
付
け
­
だ
さ
い
︒

受
箱
は
郵
便
局
で
あ
っ
せ
ん
し
て
お

り
ま
す
︒

〝
温
か
い
心
の
ふ
れ
あ
い　
手
紙
か
ら
〃

Jfli　
!tf

十
月
沼
水
短
歌
会
議
草

群
鳩
棲
む
橋
朝
行
け
ば
羽
づ
­
ら
ひ
し

た
る
抜
け
羽
が
風
な
き
に
舞
う

'}̂
­C?y­'川=十

根
づ
き
よ
き
早
苗
田
め
ぐ
り
落
つ
る
水

楽
し
む
ご
と
き
音
絶
ゆ
る
な
­

増
田
久
美
子

夏
の
午
後
書
立
て
解
く
る
氷
片
を
浮
か

せ
て
壷
に
黄
菊
を
活
­
る

古
田
の
ぶ
子

願
事
叶
へ
給
ひ
し
お
地
蔵
に
赤
き
的
当

掛
け
ま
ゐ
ら
せ
つ　
　
　

足
立
た
つ
お

久
々
に
映
画
マ
リ
コ
を
1
人
見
る
夕
べ

静
か
に
心
満
ち
­
る　
　

勝
又
千
代
子

磯
風
は
夜
半
に
来
り
て
瓦
打
つ
柿
の
落

実
の
音
喧
し　
　
　
　
　

宮
本　

峯
子

食
細
り
い
­
ば
­
食
ま
む
大
根
と
思
ヘ

ビ
播
け
ば
畑
に
手
人
す　

大
島　

き
と

仲
人
と
し
て
著
た
る
日
も
幾
度
か
留
袖

を
干
し
亡
き
夫
を
恋
う　

永
松
み
つ
子

素
枯
れ
行
­
蔓
も
確
か
に
持
つ
生
気
朝

顔
赤
き
l

輪
咲
か
す　
　

吉
岡
美
奈
子

母
の
日
の
祝
の
草
履
春
た
け
て
東
京
の

吾
子
送
り
く
る
る
と
う　

岩
倉　

烈
子

都
井
の
岬
の
野
生
馬
も
見
つ
小
さ
き
願

ひ
と
つ
づ
つ
成
し
我
老
い
ゆ
­
か

藤
本
の
り
子

車　
J?

せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会
十
月
例
会

～
立
田
山
観
月
～

七
曲
り
八
曲
り
山
路
目
高
し

内相­xj:­CH

ォ
s
s

旅
衣
そ
の
ま
ま
月
の
蓮
ま
で

坂
本　

松
枝

駈
け
つ
け
て
立
田
の
月
を
拝
み
け
り

一

告　知　板

11月　行　事

町文化祭(町営体育館)　9 : 00­20 : oo
向陽台高校文化祭(新日本紡績KK内)

13 :UO～

3日

:　4日　町文化祭(町営体育館) 9:00­12:oo
:　　　　　臨時議会
:　　5日　　古庄議員発刊発起人会
I

:　6日　　たばこ収納はじまる
:  1 5日　　郡体力づくり大会(菊陽町)

町自衛隊隊友会総会(個中体育館)
地域商政こん談会(役場)
婦人学級(改善センター)
高令者学級(東部・東小学校) (中央・改善
センター)

高令者学級(西部・西中体育館)
公民館結婚式(2組)
:­>Kv>r w.,料.ft
納税日(同定資産税4期)
納税El (　　　〝　　　)
農業委員会(役場)
県農業コンクール審査会(福本­)
菊池地方ふるさと振興推進大会(菊池市)
国保優良家庭表彰式(役場)
県子ども会大会(菊池市)

内
村　

泊
虻

喪
の
人
に
今
宵
の
月
の
つ
ら
か
ら
む

内
村　

鈴
子

圃
園
回

囲
園
田

十
一
月
号
の
し
す
い
広
報
を
お
と
ど

け
い
た
し
ま
す
︒

十
月
一
日
付
で
'

町
の
機
構
改
革
に

と
も
な
う
職
員
の
大
巾
異
動
が
発
令
さ

れ
ま
し
た
の
で
'

本
号
で
は
こ
の
こ
と

の
記
事
を
中
心
に
掲
載
い
た
し
ま
し
た
︒

し
す
い
広
報
は
十
名
の
町
職
員
が
広

報
委
員
と
な
り
︑
社
会
教
育
課
に
お
い

て
編
集
発
行
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
'

今

後
広
報
は
総
務
課
企
画
係
で
担
当
編
集

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
'

よ
ろ

し
く
お
験
い
い
た
し
ま
す
︒

こ
と
し
の
米
作
は
'

例
年
に
を
­
豊

作
と
な
り
︑
天
地
の
恵
み
に
感
謝
す
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
を
ら
を
い
と
思
い
ま

す
︒い

よ
く
寒
さ
が
つ
の
り
ま
す
︒
カ

ゼ
を
ど
に
か
か
ら
を
い
よ
う
︑
日
常
か

ら
か
ら
だ
づ
く
り
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
︒

1 6日
1 9日

20B

:　21日
:　22日
:　23日

I

:′　24日

25U
I

l

1

:　26日
1

I

I

:　28日
:　29日
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●


